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減
産
通
告
を
き
っ
か
け
と
し
た
２２
名
の
整
理
解
雇
！ 

資
生
堂
鎌
倉
工
場
内
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）
で
化
粧
品
製
造
を
請
負
う
㈱
ア

ン
フ
ィ
ニ
（
本
社
：
茨
城
県
）
は
、
製
造
ラ
イ
ン
で
働
く
女
性
有
期
契
約
労
働

者
２２
名
を
契
約
期
間
途
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
０９
年
５
月
１７
日
に
指
名
解
雇

し
ま
し
た
。
ア
ン
フ
ィ
ニ
は
「
資
生
堂
か
ら
の
受
注
が
減
り
人
員
の
整
理
が
必

要
に
な
っ
た
」
と
主
張
し
ま
し
た
が
、
経
営
状
況
を
示
す
客
観
的
な
資
料
は
一

切
明
ら
か
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 労
働
組
合
に
加
入
し
た
２
名
も
解
雇
！ 

 

更
に
ア
ン
フ
ィ
ニ
は
、
一
方
的
な
降
格
や
時
給
引
き
下
げ
の
撤
回
を
求
め
、

整
理
解
雇
さ
れ
た
仲
間
と
一
緒
に
労
働
組
合
に
加
入
し
た
２
名
も
２
０
０
９

年
５
月
３１
日
を
も
っ
て
雇
用
契
約
期
間
満
了
を
理
由
に
「
雇
い
止
め
」
を
強
行

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
労
働
組
合
加
入
を
会
社
に
通
知
し
た
直
後
で
も
あ
り
、
不

当
労
働
行
為
性
の
極
め
て
高
い
悪
質
な
行
為
で
す
。 

 

こ
う
し
て
解
雇
さ
れ
た
２４
名
の
労
働
者
の
う
ち
、
７
名
の
女
性
労
働
者
が
解

雇
撤
回
・
雇
用
の
確
保
を
求
め
て
た
た
か
い
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。 

 
 本

質
的
な
責
任
は
資
生
堂
に
あ
り
ま
す
！ 

 

資
生
堂
は
、
製
造
業
へ
の
労
働
者
派
遣
が
認
め
ら
れ
た
０４
年
以
前
か
ら
請
負

を
偽
装
し
な
が
ら
派
遣
労
働
者
を
製
造
ラ
イ
ン
に
就
か
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
製
造
業
へ
の
派
遣
が
解
禁
に
な
っ
た
後
も
、
派
遣
受
け
入
れ
期
間
を
越
え
て

派
遣
労
働
者
を
製
造
ラ
イ
ン
で
働
か
せ
て
き
ま
し
た
。
更
に
、
受
け
入
れ
期
間

を
越
え
る
場
合
の
「
直
接
雇
用
申
し
込
み
義
務
」
の
不
履
行
が
社
会
問
題
に
な

る
と
、
派
遣
か
ら
請
負
に
契
約
形
態
を
変
更
す
る
な
ど
、
違
法
・
脱
法
を
繰
り

返
し
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
資
生
堂
鎌
倉
工
場
で
は
、

製
造
ラ
イ
ン
を
担
う
派
遣
・
請
負

業
者
の
変
更
が
何
度
か
あ
り
ま
し

た
が
、
労
働
者
は
そ
の
ま
ま
で
派

遣
・
請
負
業
者
だ
け
が
替
わ
る
、

い
わ
ゆ
る
「
居
ぬ
き
」
の
手
法
が

と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

整
理
解
雇
の
制
限
を
脱
法
す
る
目

的
で
、
資
生
堂
が
請
負
契
約
や
派

遣
契
約
を
形
式
的
に
装
っ
て
き
た

あ
ら
わ
れ
で
す
。 

事
件
の
本
質
的
責
任
は
資
生
堂

に
あ
り
ま
す
。
資
生
堂
は
雇
用
と

生
活
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
べ
き

で
す
。 

 

 

 

 

 

６
月
２４
日
の
資
生
堂
株
主
総
会
に
向
け
た
宣
伝
行
動 



 
 
 
 
 
 
 
                        
 
                        
  
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

仮
処
分
申
立
事
件
は
東
京
高
裁
で
勝
利
！ 

本
訴
は
、
資
生
堂
、
ア
ン
フ
ィ
ニ
の
両
社
を
相
手
に
！ 

 

ア
ン
フ
ィ
ニ
を
相
手
と
し
た
「
仮
地
位
確
認
・
賃
金
仮
払
い

仮
処
分
申
立
事
件
」
は
、
０９
年
１２
月
、
東
京
高
裁
が
「
解
雇
は

無
効
」
と
労
働
者
勝
利
の
決
定
を
行
い
ま
し
た
。
東
京
高
裁
は
、

解
雇
に
つ
い
て
、
「
著
し
く
不
当
」
「
信
義
則
上
許
さ
れ
な
い
」

と
明
確
に
断
罪
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
ア
ン
フ
ィ
ニ
は
賃
金
の
一
部
支
払
い
に
は
応
じ
る

も
の
の
本
訴
で
争
う
こ
と
を
明
言
し
、
事
件
の
全
面
解
決
に
応

じ
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
資
生
堂
も
「
（
直
接
の
雇

用
関
係
に
な
い
の
で
）
関
係
な
い
」
と
労
働
組
合
か
ら
の
要
請

に
面
会
す
ら
し
よ
う
と
し
な
い
な
ど
不
誠
実
な
態
度
を
と
り
続

け
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
や
む
を
得
ず
、
１０
年
６
月
、
資
生
堂
と
ア
ン
フ
ィ

ニ
の
両
社
を
相
手
と
し
た
本
訴
を
横
浜
地
裁
に
提
訴
し
、
こ
れ

ま
で
裁
判
が
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

脱
法
目
的
の
形
式
的
契
約
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
！ 

被
解
雇
者
の
実
質
的
雇
用
責
任
は
資
生
堂
に
あ
り
ま
す
！ 

 

正
社
員
を
整
理
解
雇
す
る
た
め
に
は
、
整
理
解
雇
の 

４
要
件
（
必
要
性
、
回
避
努
力
、
人
選
の
合
理
性
、
事 

前
の
協
議
）
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。 

裁
判
で
は
資
生
堂
と
派
遣
（
請
負
）
会
社
３
社
と
の 

派
遣
や
請
負
契
約
が
形
式
的
に
は
成
立
し
て
い
て
も
、

実
質
的
な
労
働
実
態
か
ら
見
て
、
本
来
正
規
社
員
で 

し
か
行
え
な
い
仕
事
を
資
生
堂
が
脱
法
目
的
で
主
導
し

て
非
正
規
雇
用
契
約
で
非
正
規
労
働
者
に
行
な
わ
せ
て

き
た
も
の
か
ど
う
か
が
争
点
と
な
り
ま
す
。 

７
名
と
歴
代
の
形
式
上
の
３
社
と
の
契
約
は
契
約
書 

も
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
作
成
さ
れ
て
も
更
新

時
期
を
過
ぎ
て
か
ら
作
成
さ
れ
た
り
し
て
お
り
、
か
つ
、

派
遣
か
ら
請
負
に
変
わ
っ
た
こ
と
は
派
遣
社
員
の
多
く

の
人
が
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

し
た
が
っ
て
資
生
堂
の
主
導
に
よ
り
形
式
的
な
「
雇 

用
者
」
が
押
し
付
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、

実
質
上
の
雇
用
責
任
は
資
生
堂
に
あ
り
ま
す
。  

 
 第５回口頭弁論（４/１４）までは法廷に入れない人が出るほ

ど傍聴支援者があふれていました。進行協議（関係者以外非公開）

になってからも多くの仲間が支援に駆けつけています。 
 この間、５月３１日と７月１２日に２回行われました。進行協

議は公開されませんが本争議に対するみなさまの支援をお願い

いたしますとともに、次回以降の裁判期日にもご支援をお願いし

ます。次回は以下の期日になります。 

日時：２０１１年９月９日（金）１１時～ 

集 合 場 所 ： 横 浜 地 方 裁 判 所  ８ 階

  

私たち非正規女性労働者
を物のように使い捨てにし
た資生堂と、アンフィニを
どうしても許すことができ
ません。 
みなさまのご理解とご支

援をお願いします。 
 

資生堂株主総会に向けた宣伝と、 

争議支援共闘会議第 2 回総会 
６月２４日（金）資生堂株主総会が開催された帝国ホテル前で、株主にむけた宣伝行

動を行いました。正面とサイド側入り口の２か所で横断幕とノボリを掲げ多くの株主の

皆さんに宣伝ビラと争議を紹介する漫画パンフをお渡しすることができました。昨年と

同じ５０円の株主配当を行っている資生堂は、争議については相変わらずアンフィニと

当事者間の問題だという姿勢は一切変えず、意図的に違法な偽装請負で原告らを働かせ

てきていたことに対する社会的責任は認めませんでした。 
また、その日の夜には支援共闘会議の第２回総会が、横浜市開港記念会館で開催され

ました。総会は、原告７名の職場での様子を、かながわ生協労組の皆さんが、構成劇「勝

利解決に向け大きな飛躍を」で始まりました。 
裁判は進行協議が続いていますが、秋以降には資生堂とアンフィニ側の主張が出てき

て、いよいよ証人調べに入る予定です。資生堂鎌倉工場のある大船笠間口宣伝、パーラ

ー前宣伝、そして全国的な宣伝を行いながら、勝利解決に向け大きな飛躍を目指します。 

ホームペー
ジをご覧く
ださい 

HP  http://anfini-union.com/ 
 


